




― 関係づくりを視点とした「子育て講座」の実践をとおして ― 
 
A study on embodiment of professional ethics 
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り，開設当初 3 名から 6 か月後に 1 名を増員した。
地域組織化活動を中心とする者は 2 名，子どもの
発育・発達相談を中心とする者 1 名，養育・虐待
相談を中心とする者 1 名の計 4 名で地域における
子育て支援活動を展開している。 








































 1 ）事業の事前準備 
 a  実施のねらいの設定 
 すでに別のワーカーが担当で第 1 回の地域子育
て講座を開催しており，募集には定員を遙かに上
回る申し込みがあり，出席率も悪くなかった
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（70％）が，事後に組織化を試みるためメンバー






















































































 2 ）実施内容と参加者について 
 実施内容は，表 1 のとおりである。 
 参加対象は「東地域に住む生後 3 ヶ月以上の子
どもとその保護者」で定員を親子15組としたが，




ら30歳後半， 2 人目を妊娠中の人が 3 人いた。子
どもは10ヶ月から 3 歳，17名中，11名が 1 歳半ば
であった。 
 また民生児童委員を中心とする地域参加者が毎
回 4 ， 5 名おり，講座の参加者数は 3 回でのべ93
名と盛況であった。 
 
 3 ）講座展開の詳細 
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＜第 3 回＞－関わりを深める 
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 a  終了時の呼びかけ 
























 b  事後の集まり・第 1 回 ―話がはずむグルー
プ 






















 c  事後の集まり・第 2 回 ―リーダー候補の出
現 















































 1 ）地域子育て講座の展開における課題 












 b  プログラムの構成―講座は，話す関係のベー
スづくり 
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 1 回行ったきり」であるとわかった。 



































という。そのとき Aさんは「 3 回目も参加する」
と言ったので「今度も近くで一緒に参加するとい
いね」と答えた。 
  3 回目の時もAさんはやはり一番にやってきた。 
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 開催地域 回数 のべ参加者数 内容 
2003 年度 
（H15 年度） 















7 地域 16 回 356 名 手遊び、おもちゃづくり 
2007 年度 
（H19 年度） 
5 地域 13 回 299 名 手遊び、おもちゃづくり 
2008 年度 
（H20 年度） 
6 地域 18 回 308 名 手遊び、おもちゃづくり 
2009 年度 
（H21 年度） 
7 地域 19 回 382 名 手遊び、おもちゃづくり 
全市対象（地域限定なし）の子育て講座 
 回数 のべ参加者数 内容 
2003 年度 
（H15 年度） 
1 回 40 名 虐待シンポジウム 
2004 年度 
（H16 年度） 
3 回 86 名 親子ダンス 
2005 年度 
（H17 年度） 
3 回 60 名 親子ダンス 
2006 年度 
（H18 年度） 
4 回 64 名 親子ダンス、育児の不安を語りましょう（託児付） 
2007 年度 
（H19 年度） 





6 回 110 名 子育ての話、しませんか（託児付） 
2009 年度 
（H21 年度） 


















































































 1 ) 現在わが国の子育て支援施策は「子ども・子
育てビジョン」（平成22年  1 月29日閣議決
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 4 ） 東京都福祉保健局少子社会対策計画課
（2005）．「子ども家庭支援センターガイドラ
イン」，4 頁- 5 頁 
















 7 ）平野．前掲書 












































しくみづくり―』」報告書， 5 頁- 8 頁 
 
